
 
平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 
（連結） 
第２四半期の売上高につきまして、当初見込んでおりました創薬事業におけるライセンス等収入が、現在先方と協議を継
続していることから第２四半期では当初予想を20百万円下回る結果となりましたが、通期における影響はありません。 
販売費及び一般管理費では、当社の主要パイプラインであるＰＣ－ＳＯＤ（吸入投与）に関わる研究開発費240百万円程度
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年４月28日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 69 △431 △210 △210 △1,597.80
今回発表予想(B) 47 △173 △153 △153 △1,160.63
増減額(B-A) △22 258 57 57
増減率(%) △31.8 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期） 42 △227 161 170 1,291.82

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 130 △602 △208 △209 △1,588.98
今回発表予想(B) 130 △710 △299 △303 △2,304.49
増減額(B-A) 0 △108 △91 △94
増減率(%) 0.0 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） 104 △500 13 47 361.45

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 22 △421 △197 △197 △1,499.98
今回発表予想(B) 3 △161 △138 △138 △1,047.49
増減額(B-A) △19 260 59 59
増減率(%) △86.3 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期） 33 △213 179 189 1,433.73

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 29 △585 △185 △186 △1,415.49
今回発表予想(B) 29 △692 △276 △280 △2,125.81
増減額(B-A) 0 △107 △91 △94
増減率(%) 0.0 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） 58 △472 49 84 637.58



が下期にずれ込んだこと等から、営業利益が当初予想を上回る結果となりました。 
営業外では第２四半期までに見込んでおりました北京泰徳製薬コフン有限公司からの配当金について、先方の手続に時
間を要しているため、当社への入金が下期にずれ込んでおりますが、通期における影響はありません。当該配当金と上述
しました研究開発費等の影響により経常利益は57百万円当初予想を上回る結果となり、同様の理由で四半期純利益も57
百万円当初予想を上回る結果となりました。 
 
通期における売上の修正はありません。 
販売費及び一般管理費では、新たに当社のパイプラインであるステルス型ナノ粒子ＰＧＥ１製剤がＮＥＤＯ（独立行政法人
新エネルギー・産業技術総合開発機構）の助成事業に採択されたこと等により、次期以降に予定していた研究開発を一部
繰り上げて実施することとしたため、営業利益が108百万円当初予想を下回る見込となりました。ＮＥＤＯは、当社が支出し
た研究開発費の一部を助成する仕組みとなっております。 
営業外では、上述しましたＮＥＤＯの新規採択により補助金収入が42百万円計上される見込であります。当該補助金と研
究費等の影響、さらに円高の進行による為替減収分が26百万円見込まれるため、経常利益が91百万円当初予想を下回る
見込となり、同様の理由で当期純利益も94百万円当初予想を下回る見込であります。 
 
（個別） 
個別の修正理由につきましては、連結において記載した理由と概ね同様であります。 

以 上


